
0.1 目的
ロマサガ 3において自動で技習得を行うことを目的とする。連射パッドでこれを行う
ことは不可能である。

0.2 方法
敵は諸王の都のアスラとする。1ターンに攻撃をしかけて 2ターン目に逃走すること
を繰り返せば自動的に技を習得できる。
これは図 1のようにすれば実現できる。

図 1:

SFCのコントローラの原理は簡単である。各ボタンには ICのピンがつながっていて、
普段は 5Vを維持している。ボタンを押すとこのピンがGNDと導通して 0Vになる。こ
れによって ICはボタンが押されたことを知る。
つまり、このピンの電圧をコントロールすればよい。
そこでPCとPICマイコンを接続し、PICマイコンとコントローラを接続する回路を
作成する。PCから制御信号を送ると PICマイコンの任意のピンの電圧をコントロール
できる。これをコントローラにつなげば PCからコントローラを操作できる。作成した
回路は図 2、3である。
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図 2: 作成した回路 (表)

図 3: 作成した回路 (裏)

PICマイコンには例えばAという文字を受信したときにAボタンにつながっているボ
タンを 0Vにするようなプログラムを書き込んでおく。

PICマイコンに信号を送るためにPC側のプログラムも必要である。今回はC++/CLI

を用いて作成した (図 4)。
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図 4: 作成したプログラム

ボタンをクリックするとそれに対応した信号が SFCに送られる。また、ボタンを押し
ている時間も調整できる。さらにあらかじめ
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のように記述されたテキストファイルを用意し、macroボタンをクリックすると、「上ボ
タン、(1秒待機)、Aボタン、Bボタン、下ボタン」と順にコントローラを操作した場合
と同じ動作をする。

0.3 おわりに
これで自動的に技習得が可能となった。一時間くらい放置したところ、エレンが「龍
神烈火拳」を覚えていた。実用的です。
画像処理とかも絡めればもっと複雑なことも出来るが、そこまでの元気はない。
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